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研究成果の概要（和文）：安全な市街地形成に資する持続的防災まちづくりを格段に推進するWebツール開発を目的と
して，①PDCAサイクルを踏まえた地区内の継続的な防災まちづくり活動を活性化させかつその活動を地区外へも伝番さ
せていくための活動管理支援ツール並びに②地区の市街地整備の合意形成に寄与する空間イメージと防災性能評価が連
動した市街地整備案検討シミュレーターの開発と実証実験を行い，その有用性を検証した。
その結果，以下が明らかとなった。①ツールの活用は実施されてきた防災取組の情報の収集，蓄積において一定の効果
がある。他地域の実施成果に関する情報も重要である。②ツールの活用は議論の活性化において一定の効果がある。

研究成果の概要（英文）：This study developed following two Web tools aimed at promoting continuous communi
ty-based activities for disaster mitigation to contribute creating safety living environment; 1) A managem
ent support tool to activate continuous community-based activities for disaster mitigation based on the PD
CA cycle and to spread the activities to around communities. 2) A support tool coupling disaster mitigatio
n performance evaluation and future townscape image to promote consensus building among stakeholders that 
related to exploring improvement draft plans. 
The demonstration experiments were performed and following findings are obtained. 1) Using developed tool 
promotes collecting and accumulating information about past activities that a community had done. The info
rmation about activities of other communities is also important to promote continuous community-based acti
vities. 2) The lively discussion by using this tool has the possibility promoting consensus building among
 stakeholders.
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１．研究開始当初の背景 

全国に約 25,000ha 存在する密集市街地の
整備は我が国の都市計画上の喫緊の課題で
あるが，その市街地安全性の向上はいっこう
に進んでいない。その課題として，住民主体
の持続的な防災まちづくりの推進が難しい，
市街地整備に向けた関係者間の合意形成が
進まない等が指摘されており，これらの課題
解決を図り，安全な市街地形成の促進に貢献
する技術の開発が求められている。 

 

２．研究の目的 

本研究の最終目標は，安全な市街地形成に
資する持続的防災まちづくりを格段に推進
する Web ツール開発である。これまで，そ
のための地区防災性能評価の各手法と支援
ツールのプロトタイプ開発を試み，その有用
性を示してきた。本課題研究はこの一連の研
究開発の延長線上にあり，以下の 2 つの計画
支援ツールの開発と実証実験を行い，その有
用性検証を目的とする。 

（１）PDCA サイクルを踏まえた地区内の継
続的な防災まちづくり活動を活性化させか
つその活動を地区外へも伝番させていくた
めの活動管理支援ツール（以下：防災まちづ
くり活動マネジメントツール：地域防災力評
価ツール，地区相互の活動連携支援ツール，
地区内活動マネジメントツールの 3ツールを
総合したもの） 

（２）地区の市街地整備の合意形成に寄与す
る空間イメージと防災性能評価が連動した
市街地整備案検討シミュレーター（以下：市
街地整備案検討シミュレーター） 

※防災性能評価手法 

研究代表者らがこれまで開発してきた延焼
危険性評価（まちの燃えやすさ）と災害時行
動困難性評価（避難の難しさ）の 2 つの定量
的な評価手法を指す。 

 

３．研究の方法 

初年度は，研究組織内で分担するツール毎
にその役割と機能を活動事例収集や現地ヒ
アリング調査等により明らかにしたうえで
ツール設計を行い，必要な情報のデータベー
ス化と予備的ツール開発を行った。 

2 年目は，予備的ツール開発で明らかとな
った課題を踏まえ，其々のツールのプロトタ
イプ開発を進めた。その後，予備実証実験を
行い，目標達成上の問題点や改良点を明らか
にした。 

最終年度は，前半はツール改良に取り組み，
実証実験を実施した。その結果を踏まえ目標
とする防災まちづくり活動マネジメントツ
ールと市街地整備案検討シミュレーターの
有用性検証，課題整理を行った。 

 
４．研究成果 
（１）防災まちづくり活動マネジメントツー
ル開発 
①地域防災力評価ツール 

33 の簡易な質問に回答することで，定量的
な地域防災力の評価が可能なツールを開発
した。 
②地域相互の活動連携支援ツール 
都市内の複数地区の活動履歴や先進的取

り組み事例を蓄積し，地区相互で活用するツ
ールを開発した。 
③地区内活動マネジメントツール 
地区ごとに PDCA サイクルの各段階の多様

な活動履歴や市街地情報（地理情報，防災関

図 地域防災力評価ツールのインターフェイス 



連施設，防災性能評価結果等）を時空間的に
管理し，編集，閲覧等を可能とした。 

 

実証実験の結果，以下のツールの有用性と
問題点を抽出した。①については，自治体担
当者，自治会役員等の住民から，自治会相互
や市平均との比較等が可能であり，自治会の
防災活動促進に役立つ等の評価を得た。②，
③については，ツールの活用は実施されてき
た防災取組の情報の収集，蓄積において一定
の効果がある，他地域の実施成果に関する情
報も重要であるとの評価を得た。課題として，
地域住民にとって，市街地の災害危険性とそ
れを改善するための取組の関連付けが不十
分であること等が挙げられた。 

 

（２）市街地整備案検討シミュレーター開発 

市街地整備案検討の現場で参加者が考え
た整備素案の防災性能向上の効果を定量的
に測定し視覚的に情報提供でき，同時に整備
後の 3次元まちなみイメージをウォークスル
ーで提供可能なツールを開発した。 

実証実験の結果，合意形成に向けた議論の

活性化に役立つ等の評価を得た。課題として
は，VR による３次元情報の表現の工夫，コ
ンピュータシステムの運用環境の整備，住民
と行政の協働で行うワークショップでの活
用実験の他地区での展開を含めて継続実施
し、支援ツールとしての有用性検証の蓄積が
重要であること等が挙げられた。 
 
（３）持続的防災まちづくりのトータル支援 
 活動のマネジメントと情報共有，新たな市
街地整備計画支援ツール，地区防災性能評価
支援ツールが一体となった総合的な防災ま
ちづくり支援の Web ツール開発により，防災
まちづくりにおけるデザインとマネジメン
トの両面支援の可能性が生まれた。各ツール
開発と実証実験を通して，防災まちづくり活
動の持続性に関わる知見，並びに市街地整備
案の合意形成過程に重要な要素を明らかに
できた。 
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